
↓`のちと健康
ニュース NO.65

1994年 6月  1日

愛知働くもののいのちと健康を守るセンター

名古屋市中区平呑El二丁目2番 3号

高齢者労働会館5 F ttL.「AX 052-322-0406

編集発行責任者 中 原 東 四郎

一　
門
囲

側

ン

百
博

Ｌ

ク

弘
酬

ＰＭ

夕

牟
打

湘

枕

ｒ
‐

５

西 渡辺過労死控訴事件]

裁判が開催される

名古屋高等裁判所

2/9pml:00に 判決公判とされていたの

が3/9pml100と 延期されさらに、裁判官

の事情により5/9pml:00と 変更されまし

た。それも判決公判でなく疑間点を解明

するための 「弁論再開」公判でした。

ところが、4/1付 で裁半J官の配転があり

,里当裁判官が替わってしまいました。 |

振 り出しに戻つた感じでとノたが、さら

に正当性を裏付ける主張を補強する方向

で弁護回は取 り組みました。

次回公判も同じ様に取 り組まれる予定

です。(7/4pml:30 名 高裁 1003号 法廷)

支援団体の皆さんにはt今 後も公正裁

判を求める要請書署名のとりくみに御協

力をお願い致します。

梼聴で支援をお願いします

名古屋地裁 1lF(1101号 法廷)

※ [ヨ程が変更される場合もあります

ので、お確かめのうえ、お出かけく

ださい。

8/1(水 〕pml:30～ 3:00 鈴 木 (俊)

(証人)

6/17(金 )pml:28～    植 松

pml:30～ 3:80Jと 「1

(証人)

8/27(月 )pml:30～ 3:00 渡 辺 (光)

(証人)

8/29(水 )pRl:30～    松 井

7/1(金 )amll:00～ 12:08永須

(証人)

7/4(月 )pml:30～    渡 辺 (亘)

〔名高裁 1083号 法延,

76(水 )即1:33～ 3:00鈴 木 (美)

(:に入)

7/18(月 )pml:38～ 3:0け渡逆 (光)

(本人)

※岐阜地裁の森下裁判は5/12(本 )が

7月に延期されました。



縫縄轟1葦顕王窮擁華獲
恒例の 「第 3期  い のちと健康大学」を下占dの『1程で開催をしています。

今回は、春闘の時期をさけて計画を致しました。 労 働組合 ・鴎 二団体の組合員 ・会貞
の皆さん ! 誘 いあってご嫌講をお願いします。

第 l Fi る,1 12こ■

(本】

私たと)の健康と労働 ・生活

喜多村  敬 (南医療生協病院 ・内科部長 ・医師)

第2回 5ナ司28[ヨ

(本)

不況 ドの労働時間の短縮と人階|らtノく働く基準づくり

佐々本 昭 三 (あいち職場の健康問題研究会事務局長)

第 3回 8月 9[ヨ

(本)

労働安全衛生法の職場での積極的な活用のしかた

近藤 雄 二 (天 理大学 。体育学部健康管理学 )

第 4回 6月23田

(本)

健康で人間らしく働くために一快適職揚指針と労安法の活用―

佐々本 昭 iこ(あいち職場の健康問題研究会事務局長)

第 5四 7月 7国

(本)

夜勤 ・交替制労働と私たちの健康 ・労働 ・生活

!始田 f言也  (名 古屋大学医学部名誉教授)

第 6回 7月21題

(本)

いのちと健康を守るとりくみの歴史と視点

山lll 信也  (名 古屋大学医学部名誉教授)

◆時間 :いづれも午後6:30より8:30まで ; ;◆ 参加費 :全[1程 6.000円
◆場所 :名古屋市女性会館会議室    ; S     (未 加盟 7.000円)

地下鉄 「東別院駅」下車    ; ;

◆定員 :50名 ; ;     選 択 1回 1.500円

◆申込み :愛知健康センターヘ阻!Jまたは ; ;     (未 加盟 1.800円)
「駅 (322-0406)で所属団体名と; ;◆ 参加費は、当田受付でお受けします。

氏名を事務局へ連絡して下さい ; ;

り～～ 卜～～ り～～線～～～～～～――～～～～～～～

第 3期 い の ち と 健 康 大 学 参 加 r中 込 書

氏 名 年 令 才 性 別 男 ・女

連絡先 (住所 。電話) な ( )―

所属組合または団体名
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学校安全衛生委員会を活発に
∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞

[名古屋市立高等学校教員組合]

I.本 年度の委員の確認 と会の運営

岳こつ↓`て

◎ 委 員室2ニ ヱ昼三Q延 墨

学校長 ・教頭 ・衛生管理者 (養護教諭)

作業主任 (工業実習を伴う学校)

分会長 ・執行委員 ・労働安全対策委員

6名～12名

⑥ 会 の運営についての確認

○ 進 行係は申―l→教頭

○ 記 録係はいい→校長 ・教頭を除く

メンバーで輸番刺

① 職 員会議での提案報告は中―B→その

開催時の記録係

○ 教 育委員会への報告は口申→教頭

(報告書は全委員に配布)

○ 次 回の開催日時の決定 。検討事項の

確認―中→教頭 ・衛生管理者

11.年 間計画について

③ 構 内安全衛生遠撞

学期に 1画 、全職員
一

斉点検を労働

安全対策委員を中心に計塵i立案。
・実施題時の決定
,点検表の準備
・点検結果の集計 ・検討→必要に

応じ予算要望する

産業医による、職場巡視を 2年に

1回は討面する

(産業医による改善の指摘は予算の

つく可脅酎生が高い)     /

/◎ 基 過 望 堕
0「 衛生講話」の充実

。講話内容の検討 (年に 1回は

全職員対象に計l■d)

テーマはアンケー ト等で希望を

まとめ最終的には委員会で決定
・実施時期の決定

(教職員課保鱒聯との連絡を語

にする)

〇 「救急処置実技講習会」の計画
・隔年年には実施の計画をすると

よい

◎ VDT憐
・作業記録表の使用について、

例えば、学期に一今
度ずつ、期間

は一
週間全職員が記録表をつけ

る (自己管理を促すための一

方策)

◎ 健 康診断
・ 「健康診断」機要についての
職員への徹底

・検診結果 (事後処置)に ついて

の指導の徹底 (徳生管理者に

より)
・ 「人間 ドック」等、各種検診

への啓蒙

⑥ 公 務災害
・年に ■度↓ま学ぎ会をもつ
・災常発生時の対応について委員

会での確認をしっかりする

◎ そ の他

。各職場で話題に出ていること等
・「職員だより」の邸布 (月1回

の再己有テをメドに)
・r健康図書」の充実

阻.'11度木の反省について

。その年度の反省をして、次年度
r  へ の計画、

ヤ
立案に備える

(名高教 「労働安全衛生ハンドプック」

より強枠 ・1993年11月発1子)



適度の運動が快食・快眠をさそう
運動は人間の基本的な生活行為

「毎日忙 しく歩きまわって仕事をして

いるから運動不足なんて」と思っている

あなたも、実は運動不足病の予備軍なの

です。

毎日の生活で使つている筋肉はいつも

同じで、使わない筋肉が沢山あります。

体のなかの633の 筋肉がパランスよく

働くことで、健全な体の持ち主となるの

です。

移動には乗り物を使い、仕事には機械

を使い、冷暖房された空間で過ごし、

そのうえ栄養はたつぷりとるという現代

の生活は、確かに人体のメカニズムがら

いって、健康によいはずがありません。

運動不足になると、さまざまな病気が

出現します。

冠状動脈性心臓疾患、高血圧、精尿病

潰場、過度の肥満、腰痛症、情緒不安定

といったいわゆる運動不足病になってし

まいます。

適切な運動が老化の速度を左右する

「よく運動する人は、しない人より10才

若い」といいますが、体力の面ではこの

言葉はまさに真実です。

体力の低下は、どんなに健康な人でも

避けることのできない生理的な老化です

が、老化のもう一つの側面に病的老化が

健 康 ガ イ  ド

くらしの中に運動を

/ こ れは、高血圧、動脈硬化、糖尿病

などのさまざまな成人病によって、老化

が ドンドン進むケースです。

高齢化社会の悲劇といわれるアルツハ

イマー病や脳血管性痴呆など老人1生痴采

も病的な老化といえます。

私たちが健康に老いるためには、自分

の身体を十分に知 り、よく手入れをしな

がら、老化と上手につき合うことが必要

です。

そのためには規則正しい生活や食事、

適度な運動を習慣づけたいものです。

健康な生活の リズムほど、老化に効く

特効薬はありません。

(大同生命健康保険組合1993.10発 行)

(「 健康づくり全書」より抜枠)

[全国自労建設農林
一

般労働組合]

労災認定・補償のQ&A

を発行しまし′た

1991年12月から機関紙 「じかたび」は

「労災認定現場の問題」 「労災110番 」

の欄で、職業病補償に関わる読者の疑問

に答えてきました。

本年 2月までの分を一
冊にまとめまし

た。

①労災補償の基本 ② 振動病の認定 。

療養 ・補償 ③ じん肺と難聴の認定

療養 。補償に関わることが、それ

ぞれまとめられています。

◎ 頒 布価格 ′ 500門

◎ 10冊 以上につき送料無料

◎ 注 文は、各県本部及び中央本部へ
あります。


